
甲賀市の
大切な

自然自然自然
 甲賀市内の

大切な自然が存在する
地域について紹介します みなくち

子どもの森

●第3回●

パートⅡ

甲賀市文化協会連合会文芸欄 今回は信楽町文化協会から
お寄せいただきました。

みなくち子どもの森自然館
1 63-6712　FAX 63-0466

　みなくち子どもの森は野洲川と杣川に挟まれた丘陵地帯の一角にあ
ります。広さは34.3ヘクタールで、以前はアカマツが優先するコナ
ラ林でしたが、松枯れがすすみ、現在はコナラを主体とする雑木林に
植林され、放置されたヒノキ、スギの林があります。２つの谷があり、
それぞれため池があって、谷の奥まで水田があった里山でした。森に
は昆虫広場など５つのエリアとそれをつなぐ周回道路、観察路があり
ますが、かつての里山で行われていたように管理されています。
　早春、アカガエルや、近年、絶滅危惧種に指定されたカスミサンシ
ョウウオが産卵にきます。やがて、オオルリやキビタキの声が森に響き、
カワセミがため池の池畔に見られます。クチナシグサ、キンラン、ギ
ンラン、シュロソウなどの花がみられるのもこの頃です。夏、コナラ
の樹幹に、最近少なくなったアカマダラコガネが確認されています。
園路沿いのアキノタムラソウにクロマルハナバチ（滋賀県絶滅増大
種）が吸蜜に訪れます。秋、林の中には、籠のようなカゴタケや、猛
毒のドクツルタケなどいろいろなキノコがでてきます。特別展「キノ
コを楽しもう」（12月19日㈬～３月９日㈰開催）で紹介します。
　里山の生き物は、どこででも見られる普通の生き物と思われてきま
した。しかし今日では姿を消しつつある生き物が増えているのが現状
です。子どもの森は、訪れる人々が、里山の昆虫や植物などの生き物
と出会える所なのです。

３日㈪、10日㈪、17日㈪、18日㈫ 
25日㈫、28日㈮～31日㈪

12月の
休園日

18日㈫は展示換えのための臨時休園日です。 
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